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第 114 回 柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会定例会 

「市町村による原子力安全対策に関する研究会」の経緯と概要について 

平成２４年１２月５日  

柏崎市防災・原子力課  

１ 発足の背景及び主な成果 

○ 新潟県による原子力防災に関する勉強会（平成 23 年 7月 12 日～9月 5日） 

・ 福島第一原子力発電所事故を受け、新潟県は、柏崎刈羽原子力発電所から半径

５０キロ圏内の市町村を対象に勉強会を計４回開催。 

・ 専門性が高く、かつ原子力防災対策について理解が不十分として、勉強会の継

続を県内各自治体は要望。 

○ 市町村による原子力安全に関する研究会（平成 23 年 9月 12 日設置）資料№１ 

・ 住民への説明責任を果たす基礎自治体が連携する必要があるとして、原子力安

全に関する任意の勉強会として会を立ち上げた。 

・ この頃、県内でも堆肥や浄水場汚泥などから放射性物質が検出されるなどの問

題や原子力の安全性、安全協定など知識の習得を欲していた。 

・ 長岡市・新潟市・上越市の三市長が幹事（森長岡市長が代表幹事）。柏崎市及び

刈羽村はオブザーバーとして関わる。 

○ 平成 24 年 2月 9 日（第 5回研究会） 

・ 県内２８市町村が東京電力（株）と通報連絡協定を締結・・・・・・参考資料 

・ 研究会と県実務担当とのワーキンググループによる「実効性のある避難計画」

を承認（長岡市ホームページ（下記アドレス）参照） 

○ 平成 24 年 11 月 2 日（第 8回研究会） 

・ 「実効性のある避難計画（暫定版）」を承認・・・・・・・・・・・・・別冊 

２ 研究会の活動 

〇 研究テーマ等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料№２ 

・ 担当幹事主催の分科会、講演会などを実施 

○ 要望・要請事項 

・ 平成 23 年 12 月 26 日 環境省大臣へ原子力発電所の安全対策等に関する要望 

・ 平成 24 年  1 月 16 日 新潟県知事へ原子力発電所の安全対策等に関する要望 

○ 報告書 

・ 平成 24 年  2 月 9 日 研究会・県実務者WG「実効性のある避難計画」（報告） 

・ 平成 24 年 11 月 2日 研究会「実効性のある避難計画（暫定版）」 

３ 今後の活動予定 

○ 実効性のある避難計画（暫定版） 

・ 研究会としての活動は一区切り。当該計画の理念を基に、各自治体において地

域防災計画を作成する。 

○ 安全協定の締結 

・ 県内 28 市町村が足並みを揃え、通報連絡協定を発展的に解消し安全協定の締結

を目指す。 

情報元：市町村研究会 HP（長岡市原子力安全対策室） 

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/nuclear-safety/ 

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/nuclear-safety/


年月日 会議等 回数 活動内容等 資料№

平成23年9月12日 研究会 第1回
・長岡市、新潟市、上越市が幹事。事務局は長岡市。
・柏崎市及び刈羽村はオブザーバー（当初はアドバイザー）として関わる。

№１

平成23年9月20日 研究会 第2回
・県内21市町村（柏崎・刈羽含む）が参画
・会の運営、原子力防災体制について県危機管理監の説明を受け研究会開始

平成23年10月17日 研究会 第3回
・原子力発電所の安全対策について（柏崎刈羽原子力発電所 横村所長が説明）
・研究テーマの決定及び分科会研究報告

平成23年11月30日 研究会 第4回
・柏崎刈羽原子力発電所の視察、意見交換
・安全協定（上越市）、安定ヨウ素剤（見附市）の研究報告

平成23年12月16日 その他
・新潟県作成「柏崎刈羽原子力発電所の過酷事故時の対策の考え方」に対する意見提出
→避難を必要としないほどの原発の安全性、研究会と県とのワーキンググループ設置の提案

要請･要望 【環境大臣】　研究会が「原子力発電所の安全対策等に関する要望」を提出

ＷＧ ・市町村研究会と新潟県実務担当者による原子力安全対策ワーキンググループの設置

平成24年1月6日 ＷＧ 第1回
・実効性のある原子力安全対策を構築を目的に実施
（柏崎刈羽原発の安全性確保・実効性のある避難計画・法整備など国との連携・原子力安全対策など）

要請･要望 【新潟県知事】研究会が「原子力発電所の安全対策等に関する要望」を提出

その他 ・県内全30市町村が研究会に参画

平成24年1月18日 ＷＧ 第2回 ・実効性のある避難計画作成に向けた具体的検討項目の洗い出し

・県内28市町村と東京電力（株）の間において、「通報連絡協定」を締結 参考資料

・ＷＧによる「実効性のある避難計画」報告を承認
→県と市町村の役割分担を整理し今後の防災計画作りに反映させることを目的

下記ホームページ参照

平成24年4月3日 研究会 第6回
・24年度の活動方針「ＥＰＺ及び避難計画」を「屋内退避」、「避難誘導・交通規制」、「避難者受入」に再分割
・立地市村を除く県内市町村は足並みを揃え安全協定を締結することで基本的に了承

№２

平成24年5月17～18日 その他
【福島現地視察】視察者は自治体実務担当者レベル
・避難自治体として、葛尾村（三春町へ避難）と田村市（一部が避難・警戒区域）
・受入自治体として、いわき市、郡山市を訪問

平成24年6月9日 研究会 第7回
・瀬戸孝則福島市長を招聘し、講演会開催。
・福島現地視察報告、「実効性のある避難計画」作成に向けた検討状況報告

№３
（視察報告は下記

HP参照）

平成24年8月28日 その他 ・実務担当者による集中検討会実施（国の担当者による危機管理体制の見直し等の説明含む）

平成24年11月2日 研究会 第8回 【実効性のある避難計画（暫定版）】を研究会として承認 別冊

ＷＧ：市町村研究会と新潟県実務担当者による原子力安全対策ワーキングの略

市町村研究会情報：長岡市ホームページ（http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/nuclear-safety/）

平成23年12月26日

市町村による原子力安全対策に関する研究会の活動の概要

平成24年2月9日 研究会 第5回

平成24年1月16日
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http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/nuclear-safety/


資料№１

 
 



 
 

平成２４年度 研究会活動（案）について 

    

◇  研究テーマ 

 ８つの研究テーマついては継続して研究を進める 
 本年２月、県の実務担当者とＷＧで「実効性のある避難計

画（報告）」を作成した。 
 報告では、市町村と県の役割を明確に定めたことから、新

たなテーマを追加し研究を進める。（詳細は実務担当者でつ

める） 
 県とも共同で検討を進める。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  福島現地視察 

現場の生の声を「実効性のある避難計画の策定」に活かすため、

実務担当者による福島視察を実施する。（５月上旬予定） 
 

資料№２

＜研究テーマと担当市＞ 

○ 原発の安全性     （◎長岡市、柏崎市） 
○ 浄水場などの汚泥対策 （◎新潟市、阿賀野市） 
○ 土壌汚染対策     （◎十日町市） 
○ 堆肥対策       （◎胎内市、長岡市、佐渡市） 
○ 安定ヨウ素剤     （◎見附市、佐渡市） 
○ 安全協定       （◎上越市、燕市） 
○ ＥＰＺ及び避難計画  （◎三条市、長岡市、小千谷市） 

○ 県外原発との関り方  （◎糸魚川市） 

＜新たなテーマの例＞ 

 
○ 屋内退避 ○ 避難誘導・交通規制 ○ 避難者受入 等 

 



福 島 現 地 視 察 の “主 な ポ イ ン ト”
資料No.3

～過酷事故を最前線で対応した市町村担当へのヒアリング結果～

得られた教訓を今後の「実効性のある避難計画」に生かしていく。

情報のほとんどはテレビから得ていた。震災当初、国県、事業者からの情報はほとんど無かった。（共通）

１ 通報連絡

国県から電話やFAX等で情報は来ていたが、かなり遅れていた。（田村市）

交通渋滞や他市町村からの避難者もいて混乱した。（共通）

２ 住民避難

国が民間バス会社のバスを押さえてしまっていて、バスの確保に苦労した。（いわき市）
避難指示の放送を村長がしなかったこと、役場に職員を残さなかったことを村民から指摘された｡（葛尾村）
前日に避難マニュアルを作成し、職員に配布していたことで避難が円滑に行われた。（葛尾村）

国県から、配布・服用についての指示は無かった。（共通）

３ 安定ヨウ素剤

住民には被ばくに対する不安や恐怖等があったため、市独自の判断で40歳未満に配布した｡（いわき市）

４ その他

複合災害の場合、地震の対応で目一杯。原子力災害による他自治体からの避難者受入れは困難であるため、
県と市の役割分担を明確にする必要がある。（郡山市）
避難者受入れの初動期は体育館が有効。長期化の場合、プライバシー保護の観点から教室も有効｡（田村市）



参考資料
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


